
２０１７年  ４月  １６日 ≪ イースター礼拝 ≫ 

 主 日 礼 拝  

①８時半～    ②１０時半～   ③夜７時～ 

 司  会  ①石井師   ②久保 寿一兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師   ②小山 美枝子姉 ③石井師 

賛  美  聖歌 171･172 番＆｢シャウト!喜び叫べ｣ 

主の祈り 

聖  書  ①ルカによる福音書23章32～34,39～43節 

      ②ルカによる福音書１４章２５～３５節 

特別賛美  大和カルバリー聖歌隊＆アンサンブル 

メッセージ 「ゴルゴダとアダムの骨」大川従道牧師 

      「救いは十字架と復活にあり」石井 潤牧師 

献  金  聖歌４５３番       [献金当番：渡辺姉･青木姉] 

祝  祷             

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  「わが主イエスよ」 
                  

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．イースターおめでとうございます！復活された主を心より賛美致します！ 

２．本日正午より、教会納骨堂前にて「春の召天者記念礼拝」を行います。 

３．今週の祈り会は、①木曜午前 10 時半、②夜７時半、大和祈祷会参加： 

メッセージは,川井勝太郎宣教師。③土曜日夜８時～、準備祈祷会（石井牧師）。 

４．木曜午後 2 時半～、上田市大手の石井兄姉宅にて家庭集会が行われます。 

５．来週日曜は｢春の特別賛美礼拝｣です。昼食後は聖歌隊の練習を行います。 

 
  │    

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔４/１６～/２３〕 

date 本日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
サムエル上 
１９－２１章 

２２－ 
２４章 

２５・ 
２６章 

２７－ 
２９章 

３０・ 
３１章 

サムエル下 
１－３章 

４－ 
６章 

７－ 
９章 

新約 
ルカ１５： 
１１－３２ 

１６：１ 
－１８ 

１６：１９ 
－３１ 

１７：１ 
－１９ 

１７：２０ 
－３７ 

１８：１ 
－１７ 

１８：１８ 
－４３ 

１９：１ 
－２８ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

4/24(月)：長野家庭集会 30(日)：映画会｢天国からの奇跡｣ 



 
 
 
 
 
 
  
「だれでも、わたしのもとに来て、父、母、妻、子、兄弟、姉妹、さらに自分自

身を愛する以上にわたしを愛する者でなければ、わたしの弟子になることはでき

ません。恥と苦しみと死を意味する十字架を背負い、わたしに従って来る者でな

ければ、わたしの弟子になることはできません。｣    ルカ福音書14章26･27節 

 

イースターおめでとうございます！復活された主を心より賛美致します！！ 

近年日本の季節的商戦の一つとしてこのイースターを積極的に取り入れられるようになっ

てきました。キリストの復活を記念するお祭りということを公に説明をしながら、卵やウサギを

あしらって、デザインもおしゃれにして女性や子供をターゲットにしているとのことです。ハロウィ

ーンと同じような感覚でイースターを考えている日本人も多くいるようです。ハロウィーンは教

会とは全く関係ありませんが、イースターはクリスマスとペンテコステと同様に教会の三大イベ

ントの一つでもありますので、教会としてもとても大切にしてきたものです。 

二千年前のこの日、人間の最大の敵である死を打ち破った私たちの主イエス様。主が人

間ではなく、神であったことを証明するためでもありました。しかし、この主の復活の前には、

完全な「死」というものがありました。この世の生き方に対する「死」。そして、神に対する

「生」としての復活という世界を私たちの模範として示されました。 

主は、私たちに対して、「私に従って来なさい」とおっしゃいました。そのためには、「十字架

を背負いなさい」ということを語られました。「十字架を背負う」とは、この世に対する「死」とい

うことを背負い続けなければならないということです。私たちは「神」と「富」とに同時に仕えるこ

とはできないと語られています。「富」とはこの世の価値観の代表です。この世の物差しによっ

て自分自身の人生を測り続けている間は、私たちの心には平安はありません。「神」という

物差しによってのみ測る人生でなければ救いは体験できません。 

私たちはこの世で生きている間は、この世の価値観、この世の意見を常に耳にします。し

かし、私たちは神の子でもあるので、神のお声を同時に聞きながら生きていくことができます。

それが祈りでもあります。その祈りの姿勢を忘れてしまうと、いつの間にかこの世の価値観で

生きてしまいますので、神の子としての輝きは失われ、どっと疲れてきます。しかし、神の声を

聴き、祈りの心で生活を始めると不思議と解放される体験をするようになるのです。 

イエス様が語られたメッセージは何か難しいハイレベルなことを語られたのではなく、神の子、

クリスチャンとして生きていく上でのベーシックな考え方を私たちに教えてくださっているのです。

私たちも心柔らかにされ祈る時、天国の価値観で心平安で生きることができるのです。 

「救いは十字架と復活にあり」 
～人生の救いを体験する秘訣 

～ 


